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浸水防止壁
周囲堤の設置

河川改修
（日下川・戸梶川）

新規放水路の整備

　日下川は、仁淀川の河口より１４.３kmの右岸に合流し、日高村の中央部を貫流する幹川延長１１.７km、流域面積３８k㎡の河川です。川の河床勾配は、３,０００分の１と極めて緩く、洪水時には仁淀川に流下しにくく、浸水被害が頻発しています。
これまでに、派川日下川（放水路；高知県、昭和３６年完成）や日下川放水路（国、昭和５７年完成）の２本の放水路トンネルを整備してきました。しかし、平成２６年８月の台風第１２号、第１１号により立て続けに甚大な被害が発生したため、平成２７
年度に「床上浸水対策特別緊急事業（日下川）」が採択されました。現在は、浸水被害を軽減するため日下川で３本目の放水路トンネルの施工中ですが、仁淀川流域では、いの町内を貫流する宇治川で既に３本の放水路トンネルがあり、この新規放
水路トンネルが完成すれば、６本目となります。全国では首都圏外郭放水路のある利根川を本数で上回り、また総延長についても約１８．５kmとなり、全国第１位となります。
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